
食中毒予防の３原則は、菌を「つけない」「増やさない」「やっつける」です。食べ物は一見きれいに見えますが、実は
様々な菌がいます。なので調理をする際には、菌をなるべくつけないように調理し、増やさない工夫をする。そして、よく
加熱などをして菌をやっつける、これが大切になってきます。

菌を「つけない」方法
・せっけんを使用し、しっかり手洗いをする。
・食材はしっかり洗う。（肉は洗わない）
・調理した食材と、まだ調理していない食材を触れさせない。
・弁当を詰める際には素手で触らず、箸や手袋を使用する。
・調理で使用した調理器具は十分に洗浄する。

菌を「増やさない」方法
・肉や魚などの生ものは冷蔵庫から出したらすぐに調理する。
・おかずや、ご飯は冷めてからふたをする。
・保冷剤等を使用し、お弁当が常温にならないようにする。

菌を「やっつける」方法
・しっかり加熱する
・卵焼き、唐揚げ、ハンバーグなどは中心まで火が通っていないことがあるので、半分に切るなどし火がしっかり通ってい
ることを確認する。

食品に菌がついていることは当たり前のことです。ただ、菌が多いと食中毒になってしまいます。菌を増やさない工夫をし
安全な弁当作りを行いましょう！

弁当の日新聞
Bentou day

vol.02

弁当の日新聞１１月8日（水）

食中毒を予防する弁当作り
 「食中毒」という言葉を皆さんは知っていますか？食中毒になったことがある人も居るのではないでしょうか？食中毒と
は、食中毒を起こすもととなる細菌やウイルス、有毒な物質がついた食べ物を食べることによって、下痢や腹痛、発熱、吐
き気などの症状が出る病気のことです。時には命に関わることもあります。弁当は給食などと違って、作ってすぐ食べるも
のではないので菌が増えやすいです。食中毒にならないために安全に美味しい弁当を作れるように工夫しましょう！

食中毒の予防方法

参考資料
消費者庁「細菌・ウイルスによる食中毒」
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/food_safety/food_safety_portal/microorganism_virus/

お弁当おすすめレシピ
ほうれん草のごま和え（２人分）

材料　
ほうれん草　１００ｇ

塩　適量
すりごま７．５ｇ
砂糖　小さじ１

しょうゆ　小さじ１

１，お湯に塩を適量入れ、洗ったほうれん草をさっとゆで、冷水に浸す。
２，ほうれん草を絞り、３ｃｍ位に切る。
３，すりごま、砂糖、しょうゆを混ぜ、ゆでたほうれん草を和える。

にんじんやいんげんなど他の食材に
変えることもできます！

問題
Q.1弁当の日は今年度中に３回ありますが、何日でしょうか？

１１月　　日（月）
１２月　　日（月）
３月　　　日（月）

Q.2南砂中学校の弁当の日は今年で何年目でしょうか？

年目

答えは弁当の日新聞No.1に書いてあります。


